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　東海道新幹線で移動中，『ひととき MARCH 2007』

の「人に夢あり」で，山野井泰史氏を紹介する頁を見

つけました。彼は，単独・酸素なしで，ヒマラヤなど

の高峰の極めて困難な登攀ルートを切り拓いてきた著

名な登山家です。彼の登攀に関する姿勢は極めて精鋭

的・壮烈で，妥協を許しません。2002 年，ご夫妻でネ

パールと中国の国境にそびえ立つキャンチユン・カン

（7,952 m）の氷壁に挑戦し，みごと彼は単独登頂に成

功しました。下山途中，ご夫妻は雪崩に遭遇しました

が，何とか生還できた強運の持ち主です。しかし，そ

の代償は大きく，クライマーの命といえる左手の小指

と薬指，右手の小指，薬指および中指，さらに右足の

すべての指を凍傷で失っています。それでも岩壁・氷

壁の登攀を挑み続ける情熱を失うことはありませんで

した。

　インタビューとして掲載されていた「明日は登れる

からと準備をする。準備をしているときが一番怖いで

すよ。登りたい気持ちより恐怖が前面に出てくる。明

日も天気が悪ければ行かなくてもすむと思いながら準

備をするわけ」，「でも山と向かい合ったら，生きてあ

そこから戻るにはどうしたらいいかじっと眺める」と

いうところが妙に印象に残りました。登りたいという

気持ちと，厳しい山に挑戦することによる生命を失う

恐怖との葛藤を推察することができます。なぜか，難

しい手術・可能であれば他の術者に代わってもらいた

い手術に直面した心境に近いものを感じました。

　今回の出張は，臨床実習の学生を相手にした際の雑

談の話題が 1 つ増え有益でした。「登攀・登山と手術

の共通性」がテーマです。先日，山野井氏の著書『垂

直の記憶』を入手し，一気に読みました。年間 100 日

以上も山中に滞在していた小生の医学生の頃が思い出

されました。

　さて，今月号の綜説は，千葉大学・鈴木啓悦先生の

「前立腺癌に対するホルモン療法の現状と将来展望」で

す。現状を広く理解し概説されており，さらにオーダー

メイド医療を踏まえた展望を考えるに有益な，整理さ

れた力作です。手術手技「腹腔鏡下手術時代における

開放手術」は腎尿管摘除術です。琉球大学，金沢医科

大学，平鹿総病院の各大学・施設の微妙な癌制御・術

式に関する考え方やこだわりの違いが興味深く，参考

になります。セミナー「下部尿路症状（LUTS）診療

の最前線」は，東京慈恵会医科大学・清田浩先生の慢

性前立腺炎です。この疾患の対応に苦慮している読者

の皆様も多いのではと考えます。論文で記述されてい

るカテゴリー別の整理により，問題点が明確になるも

のと思われます。さらに，原著が 1 編，症例報告が 4 

編掲載されています。

　今年度も読者の皆様の満足が得られますように努力

する所存です。 （藤岡知昭）

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

00
7

2026/09/16 06:30:41


